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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　５月　10日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者中野　円香　　　記録者　松沢　厚子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 食事サービス委員会より

食事発注時間は守って下さい。

　　　　　　　　　　　　　　昼～9時まで

　　　　　　　　　　　　　　夕～15時まで

　　　　　　　　　　　　　　朝～17時まで

　　　　　　　　　　　　　　　※10分前には入力してください。

お粥の患者様には海苔ではなく海苔佃煮に変更になります。

減塩の配膳について記載したものが来ています。各自、目を通しておいてください。

次回の食事サービス委員会は6／13　15：30～　4階ユーティリティーで行います。

＜患者様連絡事項＞

三浦　一男様～手背の処置をする際、洗浄＋アズクロ＋ラップにて処置をするようにしましょう。ガーゼを使用する事によって二次損傷をおこしてしまい治りが遅くなってしまいます。

市橋　ひで様～昨日、室岡整形外科病院受診。右鎖骨遠位端骨折との診断あり湿布と鎮痛剤が処方となっています。痛がらないようであれば再受診は不要であり保存的に経過をみても良いとの事でした。患部の状態を観察するとともに、転倒などの事故が起きないように見守りを行っていきましょう。

三浦　ツマ様～義歯ネーム入れ終了し戻ってきました。夕食後の義歯の預かりと食事摂取状況の観察をしていきましょう。

＜SST評価・検討＞

Ａグループ

　実施内容～プログラムでカレンダー作りを行う。共同作業であり1人では時間がかかり協力して欲しい部分がある。その際、どのように声を掛け協力を得るか。

　　　　最初は内容を理解できず的外れは発言などきかれていた。噛み砕いて説明し、順を追ってボードに記載する事により理解示し的確な発言ができるようになっていた。場面設定がプログラムでの出来事と日常的な設定だった為、患者様も理解しやすかったのではないかと思う。

　　鈴木　サダ様～居眠り目立っており声掛け要している。

　　玉井　悠作様～自室にて臥床されている。参加促すが拒否されている。

　　田端　玲子様～メモをとりながら参加。ロールプレイは始めパスされているが、ボードに詳しく記載すると促しに応じ上手に行うこと出来ている。

　　高橋康満様～内容を理解できず的外れは発言されていたが、説明を重ねるうちに理解することできている。

Bグループ

実施内容～1人では時間がかかったり出来ず協力してほしいことがある。その際、どのように声を掛けるか。

　　　

　　　　全体的に穏やかであり、的外れな発言あるがすぐに戻す事できていた。理解力が低下している患者様が多い為、説明する時は分かりやすく説明する事を心掛けた。

　　荒谷　正毅様～質問に対し、的確に返答できている。

　　若松　高様～　発言は多いが的外れな発言多くきかれている。

　　田村　耕一様～問いかけに対し不機嫌さみられることあり。

　　細越　国雄様～「足が動かない。カルシウムがなくなった。」などの訴えきかれ歩行できず車椅子にて参加。発言は的確にできている。

CDグループ

　実施内容～～1人では時間がかかったり出来ず協力してほしいことがある。その際、ど

のように声を掛けるか。

　　

　　　積極的な発言きかれており和やかな雰囲気で行う事ができた。自発語が少ない患者様でもスタッフの質問には返答することができていた。

瀬川　はな様～小声での独語あるが過度となる事はない。受け答えもきちんとできている。

　　峰田　満男様～居眠り目立ち声掛け要している。介入に対する不機嫌さはみられず。

※SST担当者へ…丸屋　庄司様の参加の検討をお願いします。







